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はじめ に

新潟大学商業短期大学部の 発展的解消を受けて ､ 経

済学部 ､ 法学部に夜間主 コ
ー ス が設置された ｡ 夜間主

コ
ー

ス は ､ 平成 7 年度より ス タ
ー ト し､ 本年度で 第三

回生をむか え て い る｡ 学年進行に伴い ､ 夜間主 カリ キ

ュ ラ ム を検討 しなければ な らな い ような幾 つ か の課題

が生 じて き て い る｡ こ れ らの 課題は ､ 夜間主 コ
ー ス 特

有という よりは ､ 大学と社会との 関わり方と大きく関

連 して い ると思われる ｡ そ こ で ､ 夜間主 カリ キ ュ ラ ム

の 現状と課題を検討す るとともに大学と社会の 関わり

方の 変化と大学で の教育の今後の あり方を検討 してみ

ようと思う ｡

な お ､ こ こ で は経済学部夜間主 カ リ キ ュ ラ ム を中心

に検討する｡

夜間主力リキ ュ ラム の現状

夜間主 カリキ ュ ラ ム は ､ 表 1 に見られる ように ､ 昼

間 コ
ー

ス とほぼ 同じ授業料目とな っ て い る ｡ 教養科目

は ､ 総合 ･ 人文科学 ･ 社会科学 ･ 自然科学 ･ 情報処理 ･

外国語 ･ 保健体育 ･ 日本語
･ 日本事情の 八 つ の 科目群

か ら構成され て い る｡

日本語 ･ 日本事情は ､ 外国人留学生を対象と して い

る ｡ 日本語に つ い て は 4 単位まで を 一 つ の 外国語科目

群の 単位に ､ 日本事情に つ い て は 8 単位まで を教養科

目 ( 外国語科目群及び保健体育科目群 〔基礎体育〕 を

除く) の 単位に代え る ことが できる｡

こ れ らの 定め られた区分の 授業科目以外に教養科目

の 授業料日を履修 して 修得 した単位に つ い て は ､ 1 6 単

位を超えない 範囲で 自由選択科目 の単位と し て卒業に

必要な 単位とする ことが できる｡

専f
”

料 目は ､ 必修科目 ､ 選択科目第 1 種 ･ 第 2 種 ･
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第3 種 ･ 第4 種そ して 自由選択科目に区分されて い る ｡

必修科目は､ 教養演習で あり､ 第1 年次に開設され

る科目 で ある ｡ 教養演習は ､ 第 2 年次､ 第3 年次に履

修す る演習 ( ゼ ミ ナ ー ル) の プ レ ゼ ミ ナ
ー

ル と し て開

設されて い る ｡

選択科目第1 種

選択科目第 1 種には ､ 経済学部で の 基礎専門科目で

ある経済理論 A ､ 経済理論 B ､ 統計概論 ､ 経済数学､

情報処理概論 ､ 経営概論そ して会計概論を配置して い

る ｡ こ れら7 科目か ら第1 年次におい て 2 科目 8 単位

以上を履修す るこ とが推奨され て い る｡ 選択科目第 1

種 の 履修に関し て は ､ 下記 の様な取 り扱い がなされて

い る｡

1 選択科目第 1 種 の 単位を卒業単位を超えて 修得 し

た場合には ､ 超過 した単位数を選択科目第 2 種 の単

位に換算される｡

2 教養科目の 情報処理概論 A を選択科目第 1 種 の情

報処理概論に読み替え る｡

選択科目第 2 種

選択科目第2 種は ､ 経済学 ､ 経営学 , 会計学分野の

基本科目 であり､ 表 2 に示されて い る授業料目とな っ

て い る｡ 選択科目第 2 種は表 2 からも明らか なように ､

非常に広い 分野わた っ て い る｡ こ れは ､ 学生が広い 分

野の授業科目を履修す るこ とにより､ 学生自ら興味を

持 っ た分野を選択 し､ そ の分野に つ い て より深く勉学

する ことを意図して い る｡

選択科目第3 種

夜間主 コ
ー ス の た め に開設される授業科目で ある ｡

授業科目 は表 2 に見られる通り で ある｡ 夜間主 コ
ー ス

の 学生は ､ 選択科目第2 種と合わせ て ､ 原則と して 第

2 年次から第4 年次まで の 間に6 6 単位を履修 しなけれ

ばならない ｡ (昼間 コ ー

ス は ､ 選択科目第2 種 の授業

科目を第2 年次から第4 年次まで の 間に7 0 単位を履修

する ことが義務づけられて い る｡)

選択科目第4 種

選択科目第4 種は表 2 に掲載されて い る科目から構

成されて い る｡

自由選択科目

経済学部では ､ 履修上 の授業科目区分として 自由選

択科目を設けて い る｡ 自由選択科目は ､ 教養科目お よ

び選択科目 ( 他学部の 開設する授業科目を含む) から

自由に選択 し､ 履修した科目を意味して い る ｡ 総合大

学の 利点をカリ キ ュ ラ ム に活か した授業科目区分で あ

る｡

卒業論文

卒業論文は ､ 選択科目 2 種に区分されて おり､ 8 単

位 とな っ て い る｡ 卒業論文を履修するた めには ､ 第 3

年次末までに演習又は文献講読担当教員の 泉認を受け ､

第 4 年次に履修する ことに なる ｡ 夜間主 コ
ー ス で は ､

文献講読 ( 学部内で は文献講読Ⅰ ･ ⅠⅠ) を履修する必

要が あり ､ 原則と して 第 2 年次に文献講読Ⅰ ､ 第 3 年

次に文献講読ⅠⅠを履修する｡ 卒業論文は ､ 文献講読Ⅰ
･

ⅠⅠを履修 ･ 修得 した者の み が履修する ことが できる｡

夜間主 カリ キ ュ ラ ム の 概要は ､ 以上 の通 り で あるが ､

夜間主 コ
ー

ス と昼間 コ
ー ス の カ リキ ュ ラ ム 上 の違 い を

明記す ると､ 次 の 通りで ある ｡

1 卒業必要単位数は ､ 昼間 コ
ー

ス が12 9 単位 で ある

が ､ 夜間主 コ
ー

ス は12 5 単位 で あり､ 夜間主 コ
ー

ス

が 4 単位少なくな っ て い る ｡

2 夜間主 コ
ー

ス で は ､ 選択科目第 3 種が夜間主 コ
ー

ス に設け られ､ 選択科目第 2 種と第 3 種か ら6 6 単位

を履修する ことが必要で あるが ､ 昼間 コ
ー ス で は選

択科目第2 種から70 単位を履修する ことが義務づけ

られて い る｡

3 夜間主 コ
ー ス で は ､ 選択科目第 4 種と自由選択科

目か ら16 単位を履修する必要が あるが ､ 昼間 コ
ー

ス

で は選択科目第 3 種 ､ 第4 種そ して 自由選択科目よ

り16 単位を履修する ことが義務づけられて い る ｡

4 卒業論文を履修するため に ､ 夜間主 コ
ー ス は文献

購読の履修が義務づけられて い るが ､ 昼間 コ
ー ス で

は演習の履修が義務づけられて い る｡

夜間主ならびに昼間の 両 コ ー ス は原則的には 同じ

カリキ ュ ラ ム の 上 に教育を行うことと して い る｡ カ

リ キ ュ ラ ム の特徴は ､ 授業科目の 網羅性と自主選択

にそ の 特徴が あるとい えよう｡

夜間主力リキ ュ ラム の課題

夜間主 コ
ー ス ならびに昼間 コ

ー ス の 教育は ､ 上述の

ように基本的に同じカリキ ュ ラ ム を基礎に行われて き
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たが ､ 時間的制約や学生の 多様性等に より幾 つ か の 問

題が生じ ており ､ 今後､ 以下に述 べ る問題を解決す る

た めにカ リキ ュ ラ ム を改革する必要に迫られて い る ｡

以下 ､ カ リ キ ュ ラ ム 改革に際 して 考慮す べ き問題を取

り上 げる こととする ｡

まず第 一 に ､ 時間的制約の 問題が ある ｡ 昼間 コ ー ス

は ､ 月曜日か ら金曜日まで各曜日 ､ 第 1 時限から 5 時

限まで 5 コ マ ､ 計25 コ マ に授業科目を配置で きる｡ 夜

間主 コ
ー

ス で は各曜日 ､ 6 時限と 7 時限の 2 コ マ ､ 計

10 コ マ に授業科目を配置できるに過 ぎない ｡ こ の時間

的制約は ､ 昼間 コ ー ス と同 じカリキ ュ ラ ム を構成 した

とし て も､ 夜間主 コ
ー

ス の カ リキ ュ ラ ム の 大きな制約

となり､ 昼間 コ
ー

ス の 教育内容との 格差を生み出す可

能性を秘めて い る｡ つ まり､ 現行の カ リキ ュ ラ ム の特

徴の
一

つ で ある授業科目の 網羅性が時間的制約から実

現で きな･い こ と で ある｡ こ の制約を克服する ことは極

め て 困難で ある｡

第二 の 問題は ､ 学生 の 多様性か ら生じる｡ こ こ 3 年

間に夜間主 コ ー ス に 入学 した学生を分撰すると ､ 大き

く 3 種頬の タイ プに分ける こ とが で きる｡ 第 一

の タ イ

プは､ リ カ レ ソ ト教育を求め る学生で ある｡ こ の タ イ

プ の 学生は､ 職業経歴が豊か で あり ､ 学歴が高い ｡ こ

の タ イ プ の学生は ､ 高い レ ベ ル の教育を求めるだけで

なく ､ 問題関心が鮮明 で ある ｡ 第 二 の タ イ プは ､ 勤労

学生で あり､ 高校卒業後すぐにあるい は数年内に入学

した学生で ある ｡ 夜間主 コ
ー ス の 学生像と して想定 し

て い る学生で あ り､ 基礎的な教育を主と し て求め て い

る｡ 多く の夜間主 コ
ー

ス は ､ こ の ような学生を想定 し

た カリキ ュ ラ ム を構築 して い る ｡ 第三 の タイ プは ､ 職

業経歴はあまりな い が ､ 比較的年齢が高い 層で ある ｡

こ の タ イ プは ､ 経済学, 経営学ならびに会計学に関す

る基礎的な教育を求めて い るが ､ 問題意識と して は鮮

明なもの を持 っ て い る ｡

こ れら 三 つ の タイ プの 学生は ､ 基礎学力､ 問題意識

等の違い から大学に対する要求も当然違 っ て おり､ そ

こ から幾 つ か の問題が生じて い る｡ 基礎演習から ス タ
ー

ト し､ 選択科 目第1 種 ､ 第2 種とい っ た積み 上げ方式

の カ リキ ュ ラ ム は､ 第 二 ､ 第 三 の タ イ プ の学生には親

切で ､ 効率的な方式で ある｡ しか し､ 第 一

の タ イ プ の

学生には悠長で ､ 効率的な方式とはい えない で あろう｡

こ の ような方式に対 して 第 一

の タ イ プ の学生から不満

が生 じる ことになろう｡ ま た ､ 現行 の積み上げ方式は ､

学生自身によ る授業科目の 選択を前提と して い る｡ 現

行 の カリキ ュ ラ ム で は ､ 表 1 ･ 2 に 見られる ように ､

体系的な知識を学び とるガイ ド ライ ソ とは な っ て い な

い ｡ 自主選択の 結果､ 経済学､ 経営学そ して会計学の

幾 つ か の分野を学んだが ､ 体系的な知識は身に つ か な

か っ たと いう ことに なる可 能性を秘めて い る｡

こ の ような問題を解決するためには､ 現行の カリキ ュ

ラ ム を改革する必要が ある ｡ 特に ､ 第 一

､ 第三 の タ イ

プ の学生は､ 今後夜間主 コ ー ス で そ の 比率が高まる可

能性があるとともに ､ 第 二 の タ イ プ の 学生と比較 して

問題意識が鮮明で あり､ 大学に対する要求も高い ｡ こ

れらの タイ プ の学生の 要望を意識 したカ リキ ュ ラ ム 改

革が必 要であると思われる｡

おぁりに

大学の 役割を社会との接点から夜間主 コ
ー ス の 問題

に ア プ ロ
ー

チすると､ 夜間主 コ
ー ス の 抱える問題が大

学教育の 重要な問題の 先取りをして い るように思われ

る｡

大学と実社会との 関係を教育とういう視点から見て

み ると ､ 大学と実社会との接点は卒業 (以下出 口 と略

す) 以外に交わる点は極め て少な い ｡ それは ､ 大学 の

評価が卒業後の就職先に よ っ て なさ叫てきた こ とか ら

も理解できる ｡ しか し､ 卒業後の 就職先が大学 で の教

育内容によ っ て決定されると い う議論はほとん どなさ

れた ことはない ｡ 大学が レジ ャ
ー

ラ ソ ド化 したという

議論は極めて
一

般的なもの で あり ､ 大学 で は何も教え

ない と いう批判で もあ っ た ｡ そ れ では ､ 大学は ど の よ

うな役割を果 した の で あろうか ｡

大学と実社会が出口だけで結び つ い て い た段階で は ､

大学 の 役割は入学試験 ( 以下入 口 と略す) で の 能力選

別 ( 主と して ､ 暗記､ 理解力等) にあ っ た ｡ 入 口 が厳

密に行われる限り､ 大学が教育機能を十分に果たさな

くとも､ 潜在能力を選別するとい う フ ィ ル タ ー

機能を

果たす ことか ら大学の 存在意義が あ っ た｡ しか し､ 大

学 の大衆化と実社会が要求する能力の変化 ( 陪記 ･ 理

解能力から企画 ･ 創造的能力の重視 へ) は ､ 旧来の 入
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学試験 では十分に評価 できなくな り つ つ あ る ｡ 大学は

教育内容で実社会の 要求に対応するこ とが望まれて い

る｡ そ の ため ､ 実社会か ら大学の 教員をリク ル ー トす

る ことが行われは じめた もの と思われる ｡ ま た ､ 多様

な入学試験の試み がな されて きた ｡ しか し､ 大学教育

の基本であるカリキ ュ ラ ム が実社会の要望に対応 して

改革されてきた事例は極めて 少ない ｡ こ れは ､ 大学が

すで にみた ような画
一

的 な学生像を ベ ー

ス に して い る

ことに起因 して い ると思われる ｡

夜間主 コ
ー ス の 学生は､ す で に見た ように多様で あ

り ､ 第
一

､ 第二 の タ イ プは大学に実社会を持ち込んで

きて い る｡ つ ま り ､ 大学は ､ 出 口だけ で なく ､ 入 口 そ

して 入 口か ら出口に い た る過程をとおして実社会と結

び つく こ とにな っ た ｡ 彼ら ･ 彼女らは実社会で の経験

を基礎に大学の カ リキ ュ ラ ム の 改革を要求 して い るわ

けで あり､ 彼ら ･ 彼女らに真撃に応える ことが大学教

育改革の 第 一

歩 で あると思われる｡ こ の ような意味か

らす ると､ 大学は能力選別の フ ィ ル タ
ー

機能から創造

性あるい は企画力を高めるため の教育機関と して の 役

割を担う組織に脱皮する ことが ､ 実社会だけで はなく

学生から求められて い ると思われる ｡
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表 l

区 分

単 位 数
摘 要

昼 間 コ
ー

ス 夜 間 主 コ
ー

ス

教

義

料

目

総合科目群 ( 一

般総合科目系

･ 人文科学系 ･ 社会科学系 ･

そ の他)
16 単位 16 単位

人 文 科 学 科 目 群

社 会 科 学 科 目 群

総 合 科 目 群 ( 自然科学系)

8 単位 8 単位自 然 科 学 科 目 群

情 報 処 理 科 目 群

外
.
国 語 科 目 群 8 単位 8 単位

既修外国語 4

単位及び未修

外国語 4 単位

保健体育科目群 (基礎体育) 1 単位 1 単位

専

門

料

目

必 修 科 目 ( 教養演習) 2 単位 2 単位

8 単位選 択 科 目 第 1 種 8 単位

選 択 科 目 第 2 種 70 単位

) 66 単位選 択 科 目 第 3 種

1 6 単位選 択 科 目 第 4 種

) 1 6 単位自 由 選 択 科 目

合 計 12 9 単位 12 5 単位
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表 2 授業科目及び単位数

区
分 科 目 群 学 系 摘 要

教

義

料

目

縫 合 科 目 群

一

般総合科日系 授業科目‾名及
人 文 科 学 系 び単位に つ い

社 会 科 学 系 て ほ, 薪潟大

自 忽 科 学 系 学全学教養教

そ の 他 育委員会が 学

年の 授業開始

前に公示する

人 文科 学 科目 群

哲学 ･ 思想史系

心 理 学 系 教養科目開設

歴 史 学 系 一 覧 ( それら

.文 学
･ 言語 系 の授業科目の

美 術 系 内容は ｢ 教養

音 楽 系 科目講義概要+

そ の 他 に よ る ｡ ) に

定め ると ころ

によるo

社 会科 学科 目 群

法 学 系

政 治 学 系

経 済 学 系

社 会 学 系

地 理 学 系

そ の 他

自然 科 学科 目群

数 学 系

統 計 学 系

物 理 学 系

化 学 系

生 物 学 系

地 学 系

そ の 他

情 報 処理 科 日群
情報処理概論系

そ の 他

外 国 語 科 目 群

英 語

ド イ ツ 語

フ ラ ン ス 語

ロ シ ア 語

中 国 語

朝 鮮 語

そ の 他

保 健体 育 科目 群

体 育 講 義 系

体 育 実 技 系

そ の 他

日本語 ･

日本事情

日･ 本 語

日 本 事 情

そ の 他

区 分 授 業 料 目 名 単位数 摘 要

専

門

料

冒

必疹科目 教 養 演 習 2 専門共通科目

選択料日 経 済 :哩 論 A 4 専門基礎科目

/7

′′

/ 7

/
/

(7

/7

草 l 種 経 済 理 論 B 4

統 計 概 論 4

情 報 処 理 概 論 4

経 済 数 学 4

経 営 L概 論 4.
会 計 概 論 4

選択料日 外 書 講 読 4 専門共通科目

/7

′′

//

//

第 2 種 文 献 講 読 4

演 習 I 4

演 習 II 4

卒 業 論 文 8

現代ミクロ経済理論I 2

現代ミクロ経済理論TI 2

現代マ クロ経済理論Ⅰ 2

現代マ クロ経済理論II 2

価格 と配 分の 理論 2

成 長と循 環の 理論 2

区 分 授 業 料 目 名 単位数 摘 要

専

門

料

日

市場 と組 織の 理 論 2

近 代 経 済 学 説 史 2

経 済 学 原 理 I 2

経. 済 学 原 理
rI 2

景 気 変 動 論 2

経 萌
=

学 方 法 論 2

経 済 学 史 I 2

経 済 学 史 II 2

ヨ- ロ ッ パ 社会思想史 2

統 計 学 Ⅰ 2

統 計 学 ⅠⅠ 2

数 :哩 統 計 学 2

経 済 統 計 学 2

経 済 計 画 数 学 2

計 量 経 済 分 析 Ⅰ 2

計 量 経 済 分 析 II 2

国 民経 済計 算論 Ⅰ 2

国 民経 済計 算論ⅠⅠ 2

産 業 連 関 分 析 Ⅰ 2

産 業 連 関 分 析 ⅠⅠ 2

経 済 情 報 処 理 Ⅰ 2

経 済 情 報 処 理 II 2

情 報 シ ス テ ム 論 2

国 際 経 済 論 Ⅰ 2

国 際 経 済 論 II 2

ア メ

_
]
) カ 経 済 論 2

ヨー･
ロ ッ パ 経 訴

=

論 2

ロ シ ア
･ 東欧経済論 2

ア ジ ア 経 済 論 2

発展 途上 国経済 論 2

日 本 経 済 論 Ⅰ 2

日 本 経 済 論 II 2

世界 経済 文化論 Ⅰ 2

世界 経済 文化論 II 2

日 本 経 済 史 2

比較経萌
=
シ ス テ ム 論 2

環境経済シ ス テ ム 論 2

異文化コミュ ニ ケ- シ ョ ソ論 2

外 国 事 情 2

経 済 政 策 論 Ⅰ 2

経 済 政 策 論■II 2

社 会 政 策 論 2

社 会 保 障 論 2

労 働 経 済 論 2

農 業 政 策 論 2

産 業 政 策 論 2

財 政 学 Ⅰ 2

財 政 学 II 2

地 方 財 政 論 2

公 共 経 済 論 I 2

公 共 経 済 論 rI 2

金 融 論 Ⅰ 2

金 融 論 II 2

国 際 金 融 論 Ⅰ 2

国 際 金 融 論 II- 2

金 融■シ ス テ ム 論 2

外 国 為 替 論 2

経 済 学 特 殊 講 義 2

経 営 戦 略 論 Ⅰ 2

経 営 戦 略 論 ⅠⅠ 2

ビ ジ ネ ス ゲ ー ム 2

企 業 法 務 Ⅰ 2

企 業 法 務 ⅠⅠ 2

経 営 観 織 論 2

企 業 理 論 2

企 業 文 化 論 2

国 際 企 業 論 2

労 使 関 係 論 Ⅰ 2

労 使 関 係 論 ⅠⅠ 2

地 域 開 発 論 2

地 域 計 量 分 析 2
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区 分 授 業 料 目 名 単位数 摘 要

専

門

料

目

地 域 企 業 経 営 論 2

経 営 分 析 2

経 営 盲十 画 論 2

経 営 学 原 理 Ⅰ 2

経 営 学 原 理 II 2

経 営 学 説 史 2

会 計 学 原 理 Ⅰ 2

会 計 学 原 理 ⅠⅠ 2

経 営 史 Ⅰ 2

経 営 史 ⅠⅠ 2

会 計 史 2

経 営 管 理 論 Ⅰ 2

経 営 管 理 論 ⅠⅠ 2

経 営 財 務 論 Ⅰ 2

経 営 財 務 論 II 2

人的 資源 管理 論 Ⅰ 2

人的 資源 管理 論II 2

マ - ケ テ ィ ソ グ論 2

生 産 管 理 論 2

経 営 情 報 論 2

オペ レーシ ョ ソズ ･ E
) サーチ 2

簿 記 I 2

簿 記 ⅠⅠ 2

簿 記 ⅠIr 2

原 価 計 画 論 Ⅰ 2

原 価 計 申 論 ⅠⅠ 2

管 理 会 計 論 2

会 計 情 報 論 2

財 務 会 計 論 Ⅰ 2

財 務 会 計 論 ⅠⅠ 2

税 務 会 計 論 2

会 計 監 査 論 2

国 際 会 計 論 2

ビ ジ ネ ス 文 書作 法 2

ビ ジ ネ ス 英 文作 法 2

ビジネス コミュ ニ ケーシ ョ ソ論 2

ビジネス情報処理実務 2

企 業 事 例 研 究 2

検 定 簿 記 2

経 営 学 特 殊 講 義 2

会 計 学 特 殊 講 義 2

選択料日 民 法 総 則 2

第 3 種 物 権 法 2

債 権 総 論 2

債 権 各 論 2

会 社 法 Ⅰ 2

会 社 法 II 2

有 価 証 券 法 2

税 法 Ⅰ 2

憲 ■法 I 2

知 的 所 有 権 法 2

労 働 団 体 法 Ⅰ 2

労 働 団 体 法 ⅠⅠ 2

ア ジ ア 法文 化論 I 2

自 治 体 法 I 2

行 政 法 I 2

行 政 学 Ⅰ 2

政 治 学 原 論 Ⅰ 2

刑 法 Ⅰ 2

選択料日 国 際 関 係 論 Ⅰ 2

第 4 種 地 理 学 概 説 4

地 誌 ‾学 概 説 2

職 業 指 導 4

自由選択科目 教養科 目
,
専門科目 当該科目

及び他学部開設科目 について

か ら選択した授業料 定められ

冒 ている単

位数


